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「日本の生活と文化」をトピックにした
中等教育向け読解教材の開発
－英国中等教育向け日本語リソース
『読む力－CHIKARA for READING－』の場合－
来嶋洋美
〔キーワード〕中等教育、読解教材、日本事情、文化理解、トピックシラバス
〔要旨〕
中等教育向け日本語リソース『力－CHIKARA－』は、英国の GCSE試験のシラバスをもとにしたト
ピックからなるリソース群である。このうち『読む力－CHIKARA for READING－』は、「日本の生活
と文化」がトピックで、特に読解を通した日本語と日本事情の学習のために開発された。
『読む力－CHIKARA for READING－』には「ホームステイ」「日本人のお祝い」など７つのサブト
ピックがあり、各サブトピックは本文とその音声、理解問題のほか、漢字・語いの問題、文型練習、発
展課題等で構成されている。主な特徴としては、初級前半の学習者にとって読解活動がしやすいように
内容的に相互に独立した短い段落で本文を構成したこと、文型練習の設問にも本文の内容を生かした文
脈づけをしたことなどがある。ここでは、このような『読む力－CHIKARA for READING－』の開発過
程と内容・構成について報告する。
１．はじめに
国際交流基金の２００６年の調査によると、海外の日本語教育における中等教育の学習者増加は
著しく、学習者全体の約５７％を占めている。その主な学習目的は「日本語によるコミュニケー
ション」「日本語という言語そのものへの興味」と同時に「日本文化に関する知識を得るため」
「国際理解・異文化理解の一環として」ということである（国際交流基金２００８）。
国際理解の必要性が日々指摘される現代において、様々な文化について学ぶことや文化理解
の一環として外国語を教えるという視点はますます重視されるようになってきており、現場の
教師にとってもそれをどう教室での実践に結びつけていくかということは重要な課題と言える。
特に人間形成期にある中等教育の学習者に対しては、異文化を通して自己と自国の文化を見つ
め直すと同時に、様々な価値を理解し認める態度を養うように教育の場が働きかけることが求
められるであろう（川上２００２、矢部２００１）。
一方で、日本語学習者の立場からしても、前述の調査が示すように日本文化に興味関心をも
－１２５－
っている者は多い。日本の文化事情を知ること／楽しむことは日本語学習と必ずしも同列では
ないが、学校の授業でも日本語だけではなく日本について様々なことが学べれば、それは学習
者にとって楽しいことであり、日本語学習への動機にもつながるだろう。
このような教育現場からのニーズに日本語教育はどう応えられるか、日本の生活文化につい
て知り、自国の文化と比べ、考える一助とするための素材を提供するための第一歩として、JF
ロンドン日本文化センター（１）は日本語教育用リソース『読む力－CHIKARA for READING－』
を開発し、２００８年３月からウェブ上で公開している。ここではその開発過程と内容、構成につ
いて報告する。
２．中等教育向け日本語リソース『力－CHIKARA－』と
『読む力－CHIKARA for READING－』
中等教育向け日本語リソース『力－CHIKARA－』は、英国の中等教育修了資格試験 GCSE
（General Certificate of Education）のシラバス（２）にあるトピックと文型をもとに開発されたリソ
ース群で、ロンドン日本文化センターのウェブサイト上で現在無料配信されている。表１に示
す４つのトピックのうち、基本的な文型とコミュニケーションの学習を目指した「わたし・家
族・家での生活」（以下「わたし」）、「学校生活」（以下「学校」）、「町・社会生活」（以下「町」）
の教材リソース群については、すでにその開発過程、内容・構成、教師研修での利用などにつ
いて報告してきた（来嶋２００８、来嶋・村田２００８、来嶋・田中２００８、来嶋・宇田川他２００９、来
嶋・田中２００９）。のこる「日本の生活と文化」（以下「日本」）をトピックにしたリソースは読
解を通した日本語と日本事情の指導が可能になるように開発したもので、特にこれを『読む力
－CHIKARA for READING－』と名づけている。この４トピックからなる『力－CHIKARA－』
は基本的にトピックシラバスで作られているが、文型学習も体系的に行えるような設計になっ
ている。文型レベルは、GCSEシラバスの項目と日本語能力試験や GCE（General Certificate of
Education）試験（３）のシラバスとの重なりを参考にして、A、B、Cの３レベルにリソース開発
者（筆者）が分類したものである（４）（来嶋・村田２００８）。
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『力』のトピック名 GCSEトピック 学習目的 文型レベル＊
わたし・家族・家での生活
Myself, Family & Home life
House, home &
daily life
－日本語の文型・文法練習
－コミュニケーションのため
に日本語を使う練習
A～Bレベル
及び
Cレベル
（一部）
学校生活
School Life& Routines
Education, training
& employment
町・社会生活
Town & Social Life
Social activities,
fitness & health
日本の生活と文化
Life and Culture in Japan
『読む力』
Media,
entertainment &
youth culture
－日本語の文型・文法練習
－読解練習
－日本事情・文化の知識
A～Cレベル
In the UK &
abroad
文型レベル＊ は「GCSE文型リスト JFLLC版」による。（A：もっとも基本的 B：基本的 C：やや難しい）
表１ 『力－CHIKARA－』リソースのトピック・学習目的・文型レベル
トピックは、家庭生活（「わたし」）、学校生活、社会生活へと学習者にとっていちばん近い世
界から徐々に広がっていくが、４つ目の「日本」は、いよいよ日本の生活と文化へ目を向ける
というわけである。「日本」の文型レベルは、「わたし」「学校」「町」の３トピックで学習し
たことをもとに GCSEすべての文型を使用範囲に入れてある。特に Cレベルの文型は初出で
あるだけでなく、GCE試験との重なりも多いので、文型練習の項目になっている。
「わたし」「学校」「町」の目標は「基本的文型を正しく使って身近な話題でコミュニケーシ
ョンができるようになること」であるのに対して、「日本」は「読解を通して日本についてよ
り広く知ること」を重視する。さらに英国の文脈で言うと、大学入試に必要な GCE試験への
つなぎを意識したものでもある。英国には日本研究をささえるために日本語教育を行ってきた
伝統があり、GCEの試験問題には、地理や産業、現代社会における経済や教育の問題、祭り
や年中行事、文学などの諸領域にわたるテーマで作文を書くといった課題がある。したがって
日本の生活と文化について読みながら学ぶことは、その準備としても適当であると思われた。
さて、中等教育の現場で教えている多くの教師は、自分の学習者にあった、すぐに使える教
材をつねに求めているが、読解教材は特に不足している。文型学習のために読む素材はあって
も、トピック＝内容を学習するために読む素材は、初級前半のレベルではなかなか見あたらな
い。日本語を母語とする教師のなかには、できれば自分で作りたいと思う教師も少なくないだ
ろうが、教師の多くは学校現場の業務で多忙であり、教材を自作する時間がなかなかとれない
と考えている。まして非日本語母語話者の教師にとっては、多くの場合日本語と内容の両面か
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ら自信を持って読解教材を作ることは難しいのではないだろうか。このようなことから、『読
む力－CHIKARA for READING－』を開発するにあたっては、次のことを念頭においた。まず
学習者にとっては①内容を学習するために読む素材にすること、つまり読んでおもしろく、役
に立つ内容にすること、②初級前半のレベルでも読解作業ができるように本文の構成を工夫す
ること、③初級文型の学習も必要なレベルなので、文型練習に読解本文の内容との関連を持た
せてユニット全体で内容学習ができるような構成にすること、の３点である。また、現場の教
師にとっては使いやすいこと、すぐに使えるような教材にすることを目指した。具体的には、
④読解内容を深めてより楽しい内容の学習にできるような情報、教師自身の予習のための役に
立つ情報を入れること、授業時間などの条件によって、読解以外の活動の調節がしやすい構
成にすること、⑥初級前半の学習者への読解活動がしやすいようにテキストの構成を工夫する
こと、の３点である。
トピック中心の教材ではそのトピックに必要かどうかという基準で文型が選択されるので、
言語項目の学習への配慮はしにくい面もあるかもしれないが、一方で、学ぶ内容を中心に教室
活動を展開していけるという利点がある。トピック「日本」の教材『読む力－CHIKARA for
READING－』は、先行開発した「わたし」「学校」「町」よりもさらにトピックシラバスの利
点が活かせる教材にできるのではないかと考えた。
３．『読む力－CHIKARA for READING－』の開発過程
『読む力－CHIKARA for READING－』は筆者が JFロンドン日本文化センター赴任時に開
発に携わったものである。海外で日本の生活文化をトピックにした教材を作るという状況にあ
って、読解テキストを執筆するための情報収集から、教材作成に必要な写真やイラスト等の素
材収集にいたるまで、インターネットで得られる情報を活用しながら作業を進めた（５）。なお、
現在公開している『読む力－CHIKARA for READING－』７サブトピック分の開発には、筆者
一人で約８ヶ月間を要している。具体的な開発のプロセスは以下の通りである。
１）トピック「日本の生活と文化」のサブトピックを考える：
まず、「日本の生活と文化」というトピックのもと、具体的にどんな内容をサブトピック（テ
ーマ）にするか検討した。GCSEと GCEのシラバス、オーストラリアの中等教育向け教科書、
日本でよく使われている数種類の教科書、国際交流基金制作の「教科書をつくろう」及び「日
本語教育通信」「エリンが挑戦！にほんごできます。」などのシラバスを参照した。インターネ
ットでもさらにリサーチをして、学習者にとって興味の持てそうな内容で、本文を書くのに必
要な、ある程度の情報量があればとりあげることにした。学習者にとって興味の持てそうな内
容であるかどうかは、筆者がイギリスの中等教育現場の教師たちに日常的に聞いていた情報に
よって判断した。さらに上記の教科書等で比較的よく取り上げられていること、学校行事との
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J１ ホームステイ Homestay
J２ 日本人のお祝い Celebrations
J３ きもの Kimono
J４ きせつとはいく Haiku
J５ 日本のロボット Robot
J６ 東京 Tokyo
J７ じしん Earthquake
※J１などの数字は教材番号
関連性が強いこと、男子生徒向きと女子生徒向きの両方を入れること、いろいろな分野のもの
を入れること、などにも留意した。表２は教材化したサブトピックである。（６）
表２ 『読む力－CHIKARA for READING－』のサブトピック
２）読解授業での活動とそれに必要な教材の種類を考える：
『読む力－CHIKARA for READING－』を含む『力－CHIKARA－』リソースは一つのサブ
トピックが数種類の教材で構成されているが、教科書ではない。教師が授業を計画する上で必
要な教材を選んで使えるように作られたモジュール型リソースである。しかし、一つのサブト
ピックを構成する教材すべてを利用する場合にも、効果的な指導ができるような合理性が必要
である。この点に留意して「わたし」「学校」「町」では日本語能力試験や構造シラバスの日本
語教科書等を参考にシラバスを、また「初級授業の流れ」のモデル（国際交流基金２００６）を
もとに、教材の構成を考えた（来嶋２００８、来嶋・村田２００８）。
『読む力－CHIKARA for READING－』においても同様の考え方で、モジュール的に使用で
きると同時に、全体的な流れもある教材にすることを目指した。そこで「前作業→本作業→後
作業」からなる読解授業の流れのモデル（国際交流基金２００６）を参考に、読解本文を素材に
した授業で行われ得る活動を想定して、一つのサブトピックを次のような教材で構成すること
にした。
前作業：読む前に（本文の内容に関する質問）、キーワード、ぶんけい（重要文型提示用）、
本作業：読解本文、理解問題、（写真やイラストなど）
後作業：漢字と語彙の問題、文型練習、教師用参考情報（発展課題のため）、
その他：本文を朗読した音声ファイル
３）教材用シラバスを書く：
サブトピック、文型と難度のレベル、キーワード、日本文化事情、発展課題の教師用情報、
本文の写真と参考資料の６項目をたてて、表３のような教材作成用のシラバスを書いた。『写
真パネルバンク』は教材寄贈プログラムによって紙製パネル版が多くの学校に渡っており、教
室でもそれを利用することが多いと思われるため、パネルの番号まで書くこととした。シラバ
スは教材を作成する過程でさまざまな変更もあるので、最終的には教材完成後に変更箇所を修
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No. サブ
トピック
Subtopic
文型
Structure/Grammar
（レベル）
（level）
キーワード
Keywords
日本文化事情
Cultural points
発展課題の教師用情報
Teacher’s Information for
Extended Exercises
本文の写真と参考資料
Pictures&References for
the main text
J１ ホームス
テイ
①V‐てみます
②V‐てはいけません
③V‐たほうがいいです／
V‐ないほうがいいです
④V‐マスかた
⑤V-plainとき
（C，AS）
（B）
（B，AS）
（B，AS）
（C，AS）
ホームステイ、生活、
玄関、家に上がりま
す、スリッパ、お風
呂、お湯、茶わん、
箸、ト イ レ、畳、和
室
・玄関で靴を脱ぐ
・おふろの入り方
・食事の仕方
・トイレのスリッパ
・和室
・ビデオ「日常生活に見る日
本文化１」東京書籍
・DVD「エリンが挑戦！に
ほんごできます。」
（第３課、第７課）
・「写真パネルバンク」の番
号
住居：１‐０３２～０４９
玄関：１，０３４，５‐０８６
ふろ：１‐０４６，５‐０２７
食事：１‐０３５，１‐０４０，５‐００８，
５‐００９，５‐０１７，５‐０１８
トイレ：１‐０４５
和室：１‐０３８，１‐０４３，５‐００６
Vol．５日常生活シリーズ全般
・教科書をつくろう
１３‐６日本でホームステイ
・写真パネル
１‐００２洋服２
１‐０１７朝食１
１‐０３９LDK
１‐０４５トイレ
正して仕上げた。
表３ 教材シラバス抜粋 （サブトピック：J１「ホームステイ」）
４）教材を書く：
シラバスを作成したあと、おおよそ以下の流れで教材を書いていった。学習者にとっては楽
しくわかりやすいテキストでかつ教師にとっては指導しやすいものを作成することは容易では
なく、実際には書いては修正することを繰り返しながら、完成に近づけていった。
①本文 → ②理解問題 → ③読む前に・キーワード・ぶんけい → ④漢字・語彙問題
→ 文型練習 → ⑥教師用参考資料 → ⑦本文の録音
本文の録音は音声編集用のフリーソフト Audacityを利用した。どのぐらいのスピードで読
むべきか迷ったが、読むことにまだ慣れていない学習者が、聞きながらテキストの活字を追え
るぐらいのスピードを目指した。結果としてやや遅めになったのではないかと思う。
５）使い方の説明を書く：
英語及び日本語で教材の内容、構成、使い方等についての説明を書いた。ロンドンで実施す
る日本語教師研修会に来る機会がない教師も少なくないので、読めばすぐにわかる説明を書く
ことは重要なポイントであった。
６）公開する：
使い方の説明と各サブトピックの教材のファイルを JFロンドン日本文化センターのウェブ
サイト内にある『読む力－CHIKARA for READING－』のページにアップロードした。
４．『読む力－CHIKARA for READING－』の内容・構成
前章で報告したような過程を経て、『読む力－CHIKARA for READING－』は以下のような
内容と構成を持つ教材リソースにできあがった。表４はそれを使い方の例と合わせて示したも
のである。
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表４ 『読む力－CHIKARA for READING－』（トピック「日本」）の構成・内容・使い方の例
授業の流れ 構成 内容 使い方の例
前作業 読む前に －本文のテーマや内容に関連した質
問。
－本文を読む前に、クラスでそのテーマ
や内容について知っていることなどを
話す。
キーワー
ド
－本文のキーワード（ひらがな、漢字）
－意味の欄は空白にしてある。
－漢字は GCSE、GCEにないもの
も参考として書いてある。
－キーワードを見て本文の内容を推測する。
－ことばの意味を調べて書き込む。（予習）
文型 －本文にある重要文型。 －読むとき気をつける文型を確認する。
本作業 本文 －テーマは日本の生活と文化。
－GCSE漢字はルビなし、その他は
ルビ付で表記。語を部分的に漢字
表記することはできるだけ避けた。
－文型は A、B、Cレベル使用。
（JFLLC版 GCSE文型リストに
よる分類）
－授業で教師の指導のもとに使う。
－短い段落を、ペアやグループで分担し
て読んでもよい。
本文の
りかい
－本文の理解をチェックする問題。
正誤式と記述式。
－表記は GCSE漢字のみ使用。
－解答例あり。
－授業で教師の指導のもとに使う。
－正誤問題で全体的な理解を、記述問題
で詳細の理解を確認する。
後作業 漢字と
ことば
－GCSE漢字（読み、書き、意味）
と語いの問題。
－解答例あり。
－授業、復習に使う。
（予習に使ってもよい。）
－この部分だけで GCSEの総復習に使う。
ぶんけい －文型練習問題。
－GCSE文型 Cレベル中心だが、
GCE（AS）と重なる項目が多い。
－本文内容と関連した文脈を設定。
－表記は GCSE漢字のみ使用。
－解答例あり。
－授業で教師の指導のもとに使う。
発展
課題
（J１－J６）
－本文のテーマをもう少し深めた学
習のためのアイディアと教師用情
報。
－日本の生活と文化についての学習を深
める教室活動や課題を考える際に、教
師が参考資料として使う。
その他 答え －「本文のりかい」、「漢字とこと
ば」、「ぶんけい」の解答例。
－各練習問題の答えを確認する。
音声 －本文を朗読した音声のファイル。 －ルビのついていない漢字（GCSE漢字）
の読み方をチェックする。（前作業）
－読む前に聞いて本文の内容を推測する。
（前作業）
－読む速度をあげるために使う。（特に
読むのが遅い学習者） （本作業）
－朗読練習のモデルに使う。（本作業）
－重要語句・表現を聞き取る練習（穴埋
めなど）にして使う。（前／後作業）
－聴解練習に使用する。
－聞いて要約する練習に使う。
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ここで教材構成、テキスト（本文）、文型練習の各項目について若干の説明を加えておきた
い。まず第３章でも述べたように、『読む力－CHIKARA for READING－』はサブトピック全
体としても授業の流れにあうような教材構成になっている。しかし教材の使い方は、表中に示
されている授業の流れの段階でしか使えないということではもちろんない。例えば「漢字とこ
とば」は後作業だけでなく、予習用に使うこともできるだろう。また「その他」に含めた音声
ファイルも、授業の流れの内外で様々な使い方が考えられる。教師の工夫で学習目的にあった
使い方をすることが可能である。
次に本文については、中等教育の学習者にとって興味関心の持てる内容を目指したことは既
に述べたとおりである。このほか、初級前半の学習者への読解指導／読解学習を想定して、①
短い段落を積み上げて日本の生活・文化の知識を得られるようにする、②グループやペアでの
活動をしやすいようにする、という２点に留意した。さらに各段落が全体テーマに関連しつつ
もできるだけ独立した内容を持つようにした（図１）。
図１ 段落構成の例（J１「ホームステイ」の場合）
例えば、J１「ホームステイ」では、日本人の家での暮らし方をふまえたホームステイ先で
のマナーを紹介するために、「げんかん」、「おふろ場」、「食事」、「トイレ」、「和室」の各
段落にわけて２００～２５０字程度の説明文を書いた。ここでは段落間の関係はほとんどない。つま
り、「げんかん」での説明がじゅうぶん理解できなかったとしても、次の「おふろ場」の説明
の理解には影響しない。このように独立した内容を持つ段落にすることで読解プロセス上の負
担が軽減されるだけでなく、すべての段落を読めば最終的に幅広く知識を得られると考えた。
第３に『読む力－CHIKARA for READING－』では、文型練習にトピックにあわせた文脈を
与えたことを特に挙げておきたい。トピックシラバスはその課で扱うトピックに関連づけて教
室活動を展開できるという利点がある。『読む力－CHIKARA for READING－』はこの利点を
活かして、文型練習に読解テキストと関連した文脈付けを試みた。前述の J１「ホームステイ」
の重要文型に含まれている「Vてはいけません」「Vたほうがいいです／Vないほうがいいで
す」は、以下のような導入文を書いて、練習に意味をもたせるように工夫した。例１は読解本
文で学んだ内容（日本の家でのマナー）を思い出しながら文を作る練習で、例２は本文の内容
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を少し広く発展させて設定した文脈である。


例１ 「Vてはいけません」
●日本の家で、どんなマナーがありますか。ことばを選んで、文を書いてください。
例）トイレのスリッパで外に 出てはいけません。
でます あるきます つかいます うけとります すてます はきます
１）たたみの上をスリッパで ４）ちゃわんをかた手で
２）おふろのおゆを ５）ほかの人のおはしを
３）家の中でくつを
例２ 「Vたほうがいいです／Vないほうがいいです」
●だれかの家に遊びに行きます。どんなマナーがありますか。ことばを選んで、文を書いてください。
例）その家に行く前に、 電話したほうがいいです。
電話します 電話しません 上がります 上がりません 聞きます 聞きません はきます はきません
持って行きます 持って行きません つきます つきません 言います 言いません
１）イギリスでは、少しおそく家に ４）和食の食べかたを家の人に
２）日本では、おみやげを ５）日本では、古いくつしたを
３）ベジタリアンの人は、食事の前に ６）日本の家では、はだしで
５．おわりに
以上、英国の中等教育支援のために開発した『読む力－CHIKARA for READING－』の開発
過程と内容・構成について報告した。現在、『読む力－CHIKARA for READING－』は『力－
CHIKARA－』のほかの３トピックと共にロンドン日本文化センターのウェブサイト上で公開、
無料ダウンロードができるようになっており、CD-ROMの無料配布も行った。しかし、教師
用参考情報のページで紹介したウェブサイトの中には年月を経て使用できなくなったものがあ
る点や、とりあげたサブトピックの数がまだじゅうぶんではないなど、問題点や解決すべき課
題も残されている。
ただ幸いにも、『読む力－CHIKARA for READING－』を実際に使って教えてみた現場の教
師から、日本語のレベルと内容が英国の GCE受験を目指している後期中等教育の学習者にひ
じょうに合っているというコメントを得ている。さらに、もともと中等教育向けに開発したリ
ソースではあるが、日本の生活と文化というトピックは、成人学習者にもじゅうぶん使用可能
である。日本語国際センターの研修でも日本語授業の教材として使用してみたが、日本語能力
試験４～３級の日本語力である学習者からは、日本語と同時に日本事情が楽しく勉強できると
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いう肯定的な反応を得ることができた。
文化理解や国際理解の学びは、教材さえあれば成立するというものではないが、今後も外国
語の授業ではどんな実践が可能なのか、効果的なのか、議論を深めていく必要があるように思
う。『読む力－CHIKARA for READING－』が一つの試みとして、少しでもそのような議論の
役に立てば幸いである。
〔注〕
（１）筆者は２００５年から２００８年まで日本語教育派遣専門家として英国に赴任した。当時は JFロンドン事務所（日
本語センター）と呼んでいたが、現在は JFロンドン日本文化センターに名称変更している。この報告で
はこの新名称を使用する。
（２）GCSE試験シラバスは２０１０年度実施の試験から改訂版が使用されているが、この報告では『読む力－
CHIKARA for READING－』開発のために参照した旧版について言及している。
（３）GCEは大学入学者選抜にも使われる、GCSEよりもさらに上の段階の試験である。AS（Advanced
Subsidiary）と A２（Advanced）の２段階に分けて受験可能。GCSE日本語の文法項目は、この ASレベ
ルと重なるものが少なくなかった。なお、GCE試験シラバスも２００９年度実施分から改訂されたが、GCSE
試験シラバスと同様、本論では旧版について言及している。
（４）日本語能力試験に照らすと、Aレベル（もっとも基本的なレベル）は４級、Bレベル（基本的なレベル）
は４～３級、Cレベル（やや難しいレベル）は３級以上に相当する。
（５）『読む力－CHIKARA for READING－』作成にあたって参考にした国際交流基金の日本語教育リソース
には以下のものがある。以外はインターネットで入手可能、また③④は①のサイト内で利用可能であ
る。
①『みんなの教材サイト』（http : //momiji.jpf.go.jp/kyozai/） ２００９年９月３０日参照
②『日本語教育通信』http : //www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/tsushin/dw_55_58.html ２００９年９月３０日参照
③ 中等教育向き素材集『教科書を作ろう』（せつめいへん、れんしゅうへん１・２）
④『日本語教育用写真パネルバンク』
『エリンが挑戦！日本語できます。』
（６）このほか「スポーツ」「まんが」などもサブトピックとして適当ではないかと思う。
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